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ラウマから解放されたとは言い難い。しかし、テクスト内の出来事ではなく、語りのレヴェルから見た場合、スティーヴンの ラウマの意義が見出される。すなわち、作家の分身でもあるス ィーヴンがトラウマに囚われている様をジョイスが描くことの意義を考えることで、我々は一つの視点を手にすることが出来るだろう。つまり、テクストレヴェルで、スティーヴンは亡霊＝トラウマ 再帰（反復）に対して、フロイトが言うところの「徹底操作」を試みているとすれば、作者レヴェルにおいて、ジョイスはアイルランドの二重の植民地経験という ラウマを、創作（書くこと）によって「徹底操作」している、 類推が可能なのだ。　
本論は上記の問題を検討するために、テレマキアにおける動物の
イメジャリーに着目し、精神分析の観点を導入する なぜな 、バーナード・ベンストックが述べるように、 「動物のイメジャ ーはテレマコス挿話に有機的な統一を与えると同時に、 『ユリシーズ』の主要なモチ フの一つを拡大する道を開いている」からである。ベンストックは、中でもマリガンがスティーヴンに向けて放つ二つの台詞、“
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 server of a servant. ” ） （
U
 1.311-12 ）と述べる
とき、神に仕える神父に仕える侍者、と う入れ子構造的二重権力は注目に値するだろう。家賃はスティーヴンが支払っているにも拘らず、マリガンはスティーヴン 対して威圧的に振る舞う。さら塔にはもう一人、オックスフォード大学でマリガンが知り合 たイングランド人ヘインズがい 。彼は、アイルランドの民話を収集するために滞在しており、英国による植民地支配を「悪い は歴史らしいね」 （“
It seem
s history is to blam
e. ” ） （
U
 1.649 ）と切り捨ててし



















otherʼs death? ” ） （
U
 1.189-90 ）と尋ね返す。全く覚えていないと言























































六リガンは上記の台詞をスティーヴンに指摘されたとき、顔を赤らめているからである。彼は明らかに動揺している。先に示したヘインズの発言（ 「悪いのは歴史らしいね」 ）を考え合わせれば、マリガとヘインズは自らの発言に対して無自覚であるというその点 おいて、スティーヴンを傷つけていると言えよう。スティーヴン 指摘に対してマリガ は興奮気味に弁解するが、ここにも彼の動揺が見て取れる。医学生のマリガンにとっ 、死 はありふれたも であり、自分は解剖のために何度も死体を見 し、それはただ物質的なものでしかないと言う。マリガ はここ 、
beastly
という単
語をさらに二度も使う 言うなれば、彼が死の日常性を強調す ばするほど、死の獣性は際立ってしまう。ここに 確かな悪意があるかもしれない。しかし、スティーヴンが問題にしている マリガンの一度目の
beastly
である。堰を切ったように語られたマリガ
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o go to heaven. ” ） （
U
 2.102-07 ）この


































































毛、インクのしみ、かたつむりの殻。だが、誰かが彼を愛したのだ。彼女の両腕に抱き、胸に抱いた。彼女 いな ったならば、世界の競争は彼を踏 つけ ことだろう つぶされた骨なしのかたつむり。彼女は自分の血が流れて る彼の弱々しくも水っぽい血を愛した で 、あれは本当に起きたことだったのか？
　
人生で唯一の真実のこと？……彼女はもういない。小枝
のようにな た骨と皮ばかりの震える骸は火 中で焼かれ 。紫檀と濡れた灰の匂 。踏みつぶされてしまわないように彼を救済してくれていた に、逝ってしまった。もう存在していなどとほとんど言えないくらいに。哀れな魂は天国へ逝く、そして瞬く星の下の荒 地で、一匹の狐は 毛皮に強奪 た獲物の血の臭いをさせて、慈悲の 光った目をして大地を削り取り、耳を澄ました。大地を掘り起こし、耳を澄ませ、掘 返しては、また掘り返す。
獰猛で無慈悲な狐のイメージがここにはあるが、謎々にあった「哀れな魂」が死んだ母親であるのは自明であるとして 獲物の血の臭いをさせた狐をスティーヴンと同一視した場合、一つの疑問が浮かぶ。先に見たように食屍鬼となった母親の亡霊はスティーヴンだけ









e. ” ） （
U
 2.168-69 ）と考え


















































































































































































































































































いる。すなわち、この吸血鬼とは、母の亡霊がスティーヴンを苦しめる食屍鬼であると同時に、 「吸血鬼は死体を墓場から蘇らせることもできる」が故に、ここには亡骸を埋めるのではなく、地面を掘り返す狐のイメージに派生して、 「死んだ母の人生を語り直し、彼女を「生き返らせ」ようとす 」スティーヴンを表すという。スティーヴンの詩作におけ キス は近親相姦的な欲望が托されてお 、「ジプシー女から女性一般へと変化した「彼女」というプロテウスは、一人の理想化された女としてスティーヴンの前 姿を現す 、それを捉えた瞬間、女は母であったとわかるのだ」 （道木
　
七〇―








ヴンに一つのことを要求して る。それは母 亡霊 直視せよ、という厳命である。個人史と社会史が一体と った悪夢からスティーヴンが目覚めるためには、獣 なった母の亡霊を直視し、それを描かなくてはならない。しかし 使い走りにして、召使 であり、溺死体である
dogsbody
のスティーヴンには、少なくとも『ユリシー

































































































































































and cunning ” ） （
P
 247 ）との関連で分析することもできるだろう。また、


























ook at yourself , . . . you dreadful bard! ” ） （
U
 1.134 ）
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